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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
４
年
度
第

１
回
組
織
委
員
会

（
齊
藤
政
二
委
員

長
・
大
森
法
人
会

会
長
）
が
、
８
月

24
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、
単
位

会
の
会
員
増
強
策
・
退
会
防
止
策
に
対
す

る
東
法
連
の
新

た
な
表
彰
制
度

等
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

東
法
連
の
令

和
４
年
６
月
末

現
在
の
会
員
数

は
約
11
万
４
千

社
で
、
前
年
同

月
比
で
約
２
千

５
百
社
減
少
し

た
（
入
会
約
２

千
９
百
社
・
退

会
約
５
千
４
百

社
）。

長
期
的
な
減
少
傾
向
は
続
い
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
５
千
社
を
超
え
る
減
少
で

あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
３
月
に
減
少
数
が

３
千
社
を
割
り
込
ん
で
以
降
２
千
社
台
の

減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
対
前
年
度
比

増
加
幅
の
改
善
が
下
げ
止
ま
り
の
主
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

東
法
連
が
入
会
数
目
標
を
達
成
す
れ
ば

奨
励
金
を
単
位
会
に
配
賦

現
在
、
全
法
連
の
施
策
で
、
年
度
毎
に

県
連
別
の
入
会
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、

目
標
達
成
県
連
に
は
奨
励
金
が
配
賦
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
東
法
連
で
は
そ

の
目
標
が
達
成
さ
れ
、
奨
励
金
が
東
法
連

に
配
賦
さ
れ
た
場
合
、
単
位
会
に
配
賦
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
法
連
の
目
標
達
成

が
条
件
で
あ
る
た
め
、
配
賦
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
全
法
連
か
ら
実
績
報
告
が
あ
る

８
月
中
旬
以
降
の
東
法
連
組
織
委
員
会
で

詳
細
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
の
東
法
連
の
目
標
は
３
６

４
２
社
で
、
令
和
２
年
度
を
除
く
過
去
３

年
の
平
均
３
５
６
４
社
を
わ
ず
か
に
超
え

る
数
字
で
あ
り
、
減
少
分
を
考
慮
し
な
い

た
め
、
不
可
能
な
数
字
で
は
な
い
。

他
の
会
の
参
考
と
な
る
会
員
増
強
策
・

退
会
防
止
策
を
実
行
成
功
会
表
彰

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
会
員
増
強
策
・

退
会
防
止
策
に
つ
い
て
、
他
の
会
の
参
考

と
な
る
施
策
を
掲
げ
、
会
員
増
強
に
つ
な

げ
た
会
に
対
し
て
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
現
状
試
行
的
に
実
施
す
る
と
し
て
お

り
、
数
年
程
度
の
継
続
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
会
の
募

集
は
10
月
を
め
ど
に
発

信
し
、
12
月
上
旬
ご
ろ

を
締
め
切
り
と
す
る
予

定
。
締
め
切
り
後
、
12

月
に
開
催
す
る
第
２
回

組
織
委
員
会
で
委
員
の

投
票
に
よ
り
入
賞
会
を

選
考
す
る
。
入
賞
は
５

単
位
会
と
し
、
最
優
秀

賞
副
賞
５
万
円
、
特
別

賞
４
万
円
、
優
秀
賞
３

万
円
と
区
分
け
を
し
表

彰
す
る
。
表
彰
式
は
３

月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
第
３
回
組
織
委
員

会
で
行
う
。

新
た
な
表
彰
制
度
を
実
施

単
位
会
の
会
員
増
強
策・退
会
防
止
策
に

組
織
委
員
会

新しい会員増強策を審議する組織委員会

あいさつする
齊藤政二委員長

令和４年度　東法連・全法連会員増強目標
入会数 平成30年度

（A)
令和元年度

（B）
令和３年度

（C)
令和２年度
（参考）

３か年平均
(A・B・C)

令和４年度
目標

東法連 4,365 3,644 2,682 2,475 3,564 3,642
全法連 21,566 18,743 15,467 13,275 18,592 19,000

（単位：社）



2022年（令和4年）10月号 （2）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
京
国
税
局

管
内
法
人
会
連

合
協
議
会
（
東

京
・
神
奈
川
・

千
葉
・
山
梨
の

１
都
３
県
連
で

組
織
）
の
代
表

者
と
東
京
国
税

局
幹
部
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
、

９
月
１
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。

当
日
は
、
国

税
局
側
か
ら
重

藤
哲
郎
局
長
を

は
じ
め
、
山
本

昌
平
課
税
第
二

部
長
、
渡
部
高
久
課
税
第
二
部
次
長
、

蝶
名
林
守
法
人
課
税
課
長
が
出
席
し
た
。

ま
た
、
法
人
会
側
か
ら
は
、
小
林
栄

三
東
法
連
会
長
、
石
崎
明
神
奈
川
県
連

会
長
、
花
島
恭
一
千
葉
県
連
会
長
、
髙

野
孫
左
ヱ
門
山
梨
県
連
会
長
の
４
会
長

を
は
じ
め
、
各
県
連
か
ら
副
会
長
１
名

が
出
席
、
東
法
連
か
ら
は
飯
野
光
彦
副

会
長
（
北
沢
法
人
会
会
長
）、
槇
原
耕

太
郎
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

東
法
連
小
林
会
長
と
東
京
国
税
局
重

藤
局
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
各
県
連
か

ら
税
関
連
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、

管
内
の
事
業
実
施
状
況
の
報
告
が
あ
っ

た
。
東
法
連
か
ら
は
、
飯
野
副
会
長
か

ら
退
会
防
止
施
策
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
周
知
活
動
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

東
法
連
は
９

月
７
日
、
全
法

連
会
館
で
第
１

回
広
報
委
員
会

（
加
藤
和
夫
委

員
長
・
青
梅
法
人

会
会
長
）
を
開
催

し
た
。
委
員
会
で

は
、
税
を
考
え
る

週
間
に
行
う
Ｊ
Ｒ

線
車
内
ま
ど
上
広
告
な
ど
の
詳
細
と
、

東
法
連
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
決

定
し
た
。

車
内
ま
ど
上
広
告
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
広
く
法
人
会
の

知
名
度
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
１
都

６
県
（
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼

玉
、
茨
城
、

栃
木
、
群

馬
）
の
法

人
会
連
合

会
が
合
同

で
行
っ
て

い
る
。

掲
出
期

間
は
11
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
14
日
間
で
、

（
一
部
の
路
線
は
１
ヵ
月
間
）
首
都
圏

の
Ｊ
Ｒ
線
車
両
内
ま
ど
上
に
法
人
会
ポ

ス
タ
ー
を
、
山
手
線
車
両
で
は
15
秒
の

動
画
を
放
映
す
る
。

物
価
上
昇
に
関
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ま
た
、
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
、
最
近
の
物
価
上
昇
の

経
営
へ
の
影
響
に
関
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
者
と
回
答
者
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
。
今
回
は
試
験
的
に

回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
に
ア
マ

ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
千
円
分
を
贈
呈
し
、
さ

ら
な
る
促
進
を
図
る
。

           

１
都
３
県
連
会
長
ら
が
出
席

国
税
局
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

令
和
４
年
度
も
電
車
内
広
告
と

東
法
連
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

広
報
委
員
会

あいさつする
小林栄三会長

あいさつする
重藤哲郎東京国税局長

あいさつする
加藤和夫委員長

東京国税局側出席者

税を考える週間に実施する
JRまど上広告ポスター 法人会側出席者

Ｊ Ｒ 線 車 内 広 告
（1）掲出期間 ： 

（下記 アイウ） 10月31日（月）～11月13日（日）
（下記 エオ） 11月1日（火）～11月30日（水）

（2）掲出場所 ： 車両内まど上
（3）掲出路線 ：

ア．山手線
イ．京浜東北線線群（京浜東北線、根岸線、横浜線、

南武線、鶴見線、埼京線、りんかい線、常磐線）
ウ．中央線群（中央線快速、中央総武線各駅停車、

京葉線、青梅線、五日市線、武蔵野線）
エ．湘南新宿ライン・上野東京ライン（宇都宮線・

高崎線）
オ．常磐線中距離電車
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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
４
年
度

第
１
回
公
益
事

業
委
員
会
（
南

山
幸
弘
委
員

長
・
豊
島
法
人

会
会
長
）
が
、
９
月
13
日
、
全
法
連
会

館
で
開
催
さ
れ
、
３
月
15
日
の
理
事
会

で
決
定
し
た
令
和
４
年
度
公
益
事
業
関

連
の
事
業
計
画
を
提
示
し
た
上
で
、
各

事
業
の
前
年
度
末

時
点
の
最
終
結
果

等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

事
業
計
画
で
は
、

「
公
益
事
業
活
動

に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
税
を
中
心

と
し
て
行
う
こ
と

と
す
る
。
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
地

域
や
社
会
へ
の
貢

献
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
も
念

頭
に
お
き
、
組
織

力
を
十
分
に
生
か

し
、
関
係
機
関
や

他
の
委
員
会
等
と

連
携
し
つ
つ
、
積

極
的
か
つ
継
続
的
に
活
動
を
実
施
す

る
。」
と
し
て
い
る
。

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
の
租
税
教
育
へ

の
体
験
者
数
は
令
和
２
年
度
の
４
５
４

０
人
か
ら
令
和
３
年
度
は
８
０
１
７
名

と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
に
戻
っ
て
い
る
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
数
は

令
和
２
年
度
が
東
法
連
約
１
万
９
千
枚
、

全
法
連
約
20
万
５
千
枚
で
あ
っ
た
が
、

令
和
３
年
度
は
東
法
連
約
２
万
８
千
枚
、

全
法
連
約
24
万
５
千
枚
と
こ
ち
ら
も
コ

ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書

提
出
数
コ
ロ
ナ
前
に
近
づ
く

「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
の
提
出
数
１
４

３
４
件
に
対
し
、
令
和
３
年
度
は
１
４

８
２
件
と
伸
ば
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
前

の
数
字
に
近
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
東

京
都
全
体
で
は
２
年
度
の
１
９
２
９
件

か
ら
３
年
度
の
１
９
２
８
件
に
減
少
し

て
お
り
、
法
人
会
の
貢
献
度
が
大
き
い

と
言
え
る
。

東
法
連
は
９

月
14
日
、
全
法

連
会
館
で
第
２

回
税
制
税
務
委

員
会
（
青
栁
晴

久
委
員
長
・
四
谷
法
人
会
会
長
）
を
開

催
し
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

審
議
し
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

事
業
者
が
適
格
請
求
書
を
発
行
す
る

た
め
に
は
、
登
録
申
請
を
行
い
、
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
に
な
る
必
要
が
あ

る
が
、
７
月
現
在
登
録
済
み
課
税
事
業

者
は
27
・
１
％
と
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
そ
の
実
態
調
査

と
と
も
に
、
登
録
申
請
促
進
の
雰
囲
気

を
醸
成
す
る
目
的
で
行
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
種
類
を
用
意

ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
～
２
分
で
完
了
す

る
簡
単
な
内
容
で
、
東
法
連
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
設
定
す
る
ｗ
ｅ
ｂ
版
と
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
や
郵
送
を
想
定
し
た
ペ
ー
パ
ー
版

の
２
種
類
を
用
意
す
る
。
対
象
は
各
会

の
役
員
、
委
員
で
、
約
２
０
０
０
件

を
想
定
し
て
お
り
、

東
京
国
税
局
、
各

税
務
署
と
協
力
し

て
行
う
。

令
和
４
年
度
税
制
税
務
委
員
会
の

運
営
に
つ
い
て
報
告

税
制
税
務
委
員
会
終
了
後
に
は
第
１

回
税
制
税
務
委
員
会
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
、
令
和
４
年
度
の
委
員
会
の
運
営

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
税
制
税

務
関
係
の
事
業
計
画
お
よ
び
活
動
計
画
、

令
和
５
年
度
税
制
改
正
要
望
と
り
ま
と

め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
９
月
22
日
の
全
法

連
理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
予
定
の
令
和

５
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の
内

容
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
提
言
内
容

に
つ
い
て
は
、
全
法

連
税
制
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
青
山
慶
二

氏
よ
り
解
説
が
あ

っ
た
。

税
制
税
務
委
員
会

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

各
会
役
員・委
員
を
対
象
に
約
２
千
件
想
定

公
益
事
業
委
員
会

公
益
活
動
は
引
き
続
き
税
を
中
心
に

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
数
コ
ロ
ナ
前
へ
近
づ
く

あいさつする
南山幸弘委員長

令和４年度公益関連事業計画等の報告を受ける公益事業委員会

インボイス制度アンケートについて
審議する税制税務委員会

あいさつする
青栁晴久委員長

令和５年度税制改正に関する
提言を解説する青山慶二氏
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会
（
小
林

栄
三
理
事
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
特
退
共

制
度
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
東
法
連
48
法
人
会
へ
配
付
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
平
成
30
年
12
月
に
作

製
し
て
以
来
３
年
９
ケ
月
振
り
。

動
画
は
社
労
士
事
務
所
所
長
と
若

手
女
性
会
社
社
長
と
の

や
り
取
り
で
構
成
さ
れ
、

ア
バ
タ
ー
（
分
身
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
）
に
よ
る
映

像
に
な
っ
て
い
る
。「
会

社
、
順
調
そ
う
で
す
ね
」「
退
職
金
の

相
談
が
し
た
く
て
」「
東
法
連
特
退
共

は
社
員
の
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
が
幾
つ
も

あ
り
ま
す
」「
私
も
自
信
を
も
っ
て
お

勧
め
で
き
ま
す
」「
働
く
み
ん
な
の
未

来
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」「
こ
れ
か

ら
早
速
、
退
職
金
の
準
備
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
」「
東
法
連
の
特

退
共
で
」
な
ど
の
会
話
が
交
わ

さ
れ
る
中
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

や
仕
組
み
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト

ル
は
「
東
法
連
の
特
退
共
で
退

職
金
を
準
備
し
よ
う
！
」、
収

録
時
間
は
約
３
分
。

な
お
、
動
画
は
同
共
済
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ

て
お
り
、
い
つ
で
も
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー

ド
」
に
新
た
に
「
真
骨
頂
」（
部
位
・

症
状
別
保
険
金
支
払
特
約
付
傷
害
総
合

保
険
）
が
加
わ
っ
た
。

こ
の
保
険
は
骨
折
や
脱
臼
な
ど
の
ケ

ガ
に
対
し
て
所
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

一
時
金
で
手
厚
く
補
償
で
き
る
保
険

で
、
加
入
対
象
は
満
50
歳
か
ら
満
79
歳

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

60
歳
代
以
上
の
人
口
割
合
は
約
34
％

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
骨
折
に
よ
る

患
者
の
割
合
は
60
歳
代
以
上
が
66
％

（
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
調
べ
）
と
な
っ
て
お

り
、
シ
ニ
ア
層
に
と
っ
て
骨
折
は
身
近

な
事
と
言
え
る
。

補
償
対
象
は
骨
折
や
脱
臼
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
以
外
の
ケ
ガ
、

さ
ら
に
熱
中
症
や
食
中
毒

に
も
対
応
で
き
る
な
ど
幅

広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
仕
事
中
で

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
補

償
で
き
る
こ
と
も
特
長
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

「
真
骨
頂
」
は
、『
経
営

者
層
に
多
い
シ
ニ
ア
向
け
の
保
険
』、

『
一
人
か
ら
で
も
気
軽
に
加
入
で
き
る

保
険
』
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
に
加

え
れ
ば
会
員
企
業
へ
の
推
進
に
つ
な
が

る
と
の
法
人
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
が
新
た
に
商
品
設
計
し
た

も
の
で
あ
り
、
特
に
会
員
企
業
の
経
営

者
層
の
年
代
に
対
応
し
た
保
険
と
な
っ

て
い
る
。

シ
ニ
ア
層
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
「
真

骨
頂
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、「
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

幅
広
い
リ
ス
ク
に
備
え
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
と
な
っ
た
。

３
ペ
ー
ジ
「
会
員
増
強
表
彰
」
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
年
間
純
増
数
上
位
10
単
位
会

（
誤
）
第
２
位　

江
戸
川
南
法
人
会

（
正
）
第
２
位　

江
戸
川
北
法
人
会

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本
紙
８・９
月
号
記
事
訂
正

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
新
商
品

「
真
骨
頂
」骨
折
ほ
か

熱
中
症
な
ど
に
も
広
く
対
応

Ｐ
Ｒ
動
画
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
や
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

特退共ホームページ上の動画

真骨頂のパンフレット

B-220557


